
ミ ュ ン ヘ ン

サケwatching in München 2010

sake watching in München 2010 apr. /100412/tk

②
2軒目は、ミュンヘン駅から北の方角にある「K」という
日本食レストラン。異国の地にして、清酒・焼酎とも驚愕
の品ぞろえのメニューをご覧あれ。（メニューの上は、
「在外選挙制度」を知らせる外務省の広告）
この日飲んだのは、「李白」「七田(佐賀・天山酒造)」
「田酒」「開運」「獺祭」。ほとんどが一升壜という凝り
よう。美酒に酔いしれました。
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①
ミュンヘンにはたくさんの日本食レ
ストランがあるけれど、サケの種類が
楽しめるお店はそう多くない。今回は
2軒をサンプリング。
まず一軒目は中央駅から見て南の方
角にある「J」という居酒屋。サケの
種類は多くはないけれど、この日はこ
んなお酒（「越後鶴亀」、「加賀雪梅
(石川・中村酒造)」）を飲みました。
店内も日本の居酒屋風。花冷えのミュ
ンヘンで、おでん（！）がおいしい。
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③
(左)ドイツを中心に400店舗以上を展開
する人気のシーフード・レストラン/テ
イクアウトの「ノルドゼー」は2006年
からスシを販売。いまやドイツ最大のス
シ・ベンダー。
(右)ミュンヘン観光必須の「ホーフブ
ロイハウス*」の通りにも日本食レスト
ランがあるほど、日本食のお店は多い。
(*１日１万ℓ販売を豪語する歴史あるビ
アホール、写真右奥の建物)

④
(左下)回転ずしも実に多い。これはミュンヘンでなくシュツットガルトですが、市街中心
のシュタットミッテのど真ん中にあるお店。10年ほど前にシュツットガルトに来た時すで
にここにあったのを覚えています。運営するSushi Circle社(ドイツ人経営)は18店舗を展開
する大手。スシがドイツに定着しだして10年ほどだと思いますが、この数年で「スシ受容
度」はさらに大きく高まった感あり、です。
(右下)ミュンヘン中心部にある日本・アジアレストラン。スシのほか、うどん、そば、天
婦羅、焼き鳥などもあって、お昼時はスシ以外が人気。個人的感覚だけれど、このお店の
ように「平かな名前の店」が結構流行っているように感じます。漢字より親しみやすい？
ただ、こういったお店はサケは置いていないか、ほとんど力を入れていない。。。

⑤
大手デパート「カウフホフ」のリカー売場でアジアコーナーを観察。
清酒は「チョーヤ」（左端）と「月桂冠」（右端、米国製）、焼酎は
「小鶴」、梅酒が「チョーヤ」。サケ、焼酎、梅酒はこれですべて。
月桂冠の箱は「猪口と銚子のサケ・サービングセット」、中央に陣取
るのは台湾TTLのライチのお酒。ご覧の通り下段はすべてキッコーマン。
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⑥
最後に日本食専門店の売り場を撮影させていただきました。焼酎、
清酒、梅酒でこれだけのブランドの取りそろえ。なお、左下の写真の
壜入りの松竹梅と大関はアメリカ製。ご主人によれば、清酒・梅酒は
ドイツ人、焼酎は日本人のお客が多いそう。
(右上)ビール（キリン、サッポロ、アサヒ）だけは裏ラベルを撮影。
ヨーロッパでは製造委託するケースが多い中、右端のサッポロ(330で
なく334ml)は日本製でした。
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